
 

【教科】音楽科 【日時】 ２月 ６日（金）５校時 【生徒】１年 ２組 ３５名 【授業者】油原 真智子 

江戸川区立小松川中学校 研究発表公開授業 「誰ひとり取り残さない、生徒一人一人の学力向上を図る教育実践」 

 

次 学習内容（時数） ◎本時 

１ 歌詞の内容な曲想に関心をもつ。 

２ 曲想と音楽の構造との関わりについて理解

する。 

３◎ 曲の各部分がもつ雰囲気について、どのよ

うに合わせて歌うか思いや意図をもつ。 

４ 全体の響きや、各声部の声などを聴きなが

ら、表現を生かして合唱する。  

 

学習過程 ○主な学習活動・予想される生徒の気付きや反応 ☆指導上の工夫 

 

導入 

 

 ５分 

○あいさつ 

〇あなたはだあれ 

・既習のリズム活動。 

・自己紹介活動 

  

 

☆音楽の授業の雰囲気を作る。 

☆大きな声を出すことによって、声帯の準備運

動になることを伝える。 

☆ペアで話すときはアイコンタクト、あいづち

を忘れない。 

 

 

５分 

○体操・発声 

・全体で、体操をする。 

・全体で発声練習を行う。 

 

☆生徒の活動の見本となるように、アドバイスを 

 する。 

 

展開 

３５分 

 

 

 

 

 

 

〇練習 

・各パートに分かれて、パート練習をする。 

・各グループ、バディでそれぞれの歌い方や

姿勢、口の開け方等、確認する。 

・全員が話せるように準備する。 

・追加情報も工夫して聞き手に伝わるように

する。 

 

 

 

 

 

〇発表 

・各グループで発表をする。 

☆生徒の活動の見本となるよう、何をしているか

だけでなく、そのほかの情報も追加して話すよ

うにする。 

 

☆机間指導で適宜サポートをする。 

 

 

 

 

☆あたたかく発表を聞く雰囲気を作る。 

 

まとめ 

 ５分 

○振り返り 

・発表の感想をワークシートに記入する。 

 

 

☆自分のグループの他のグループの良かったと

ころ、次に取り入れたいところなどを書く。 

 

 

【題材名】創意工夫を生かし合唱しよう！ 

               （全４時間） 

【目標】 

・ 美しい発声で歌唱をできるようにしよう。 

・ 身体や表情に工夫して歌おう。 

・ 表情豊かに歌おう。 

【本時の目標】（３／４時） 

 Cの部分の音程を性格に歌えるようにする。 

 

【本時の評価】 

・（観察・ワークシート） 

・創意工夫をして、練習している。（観察） 

話し合い：歌を表情豊かに歌うために、どんな工夫をしたらよいか。 

 

 

う時にどのような表情でリポートをすれば、聞き手に伝わるかを話し合う。 


